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たものに匹敵 る 考えら る。しかも彩俵塚では、前主同半部の一一一昨
hr
川に騎馬人物などの絵が描かれていた。木榔





百円に注するしといわ ている。この哀の「坑丘二段守 桃作地一坪の 内賠償制絡を七銭前後に定めたいとある
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会一剣 対釦j むて銅 .u~ 二試鐘銅し
応 鉄 金一 ろ :1~－i
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一死 汗 の 一 一 昨 な
り。発かるれば則ち必ず一昨しめらる 俄ならば川ち発かれず。欣一に光ヱの葬は必ず倹なり。





げJ十 文 山 刊 本 紀 の
一後 人 ハ 作 （
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郡の太守・丞、県の令・口氏・丞などは現地人を採用せず、中央 ら派遣するのが原別であったし、またこれら 人たちは、特例を除いて故郷に帰葬されたはずであるから、任地に墓を残す公算は少 い。そして事実、楽浪では現・一代までの
ところ、中央から赴任した官僚の墓は、まだ発見されていないのである。部の首脳たもの墓がりっぱだというの
なら、まだ活がわかる。ところが、すばらし 遺物 ず ずな出した王肝墓と王光基の主でさえ、それぞれ部の属
（ 回 ）






















































































































な け 比 一 広 り の
け 川 は 、
五妹銭の
よう































































































































シ ざ に 、




































































































































































































































































































































も、また賛沢な基を築きえたのも、市（金の作川を背対としていたからにちがいない。すると、やはり本榔慕から多くのし ぶ 一 川 市 を
川
す楽浪の
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